
１２／３（火）～１２／４（水）の行事
【道庁プレスリリース】

報道発表資料の配付日時 １１月２７日（水）１５時００分

発 表 項 目 官学連携事業における講座の開催について
（ 行 事 名 ） （「出前講座」の開催）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

再エネ人材育成を目的に令和３年度から実施している官学連携事業におい
概 要 て、連携教育機関の学生を対象に次のとおり出前講座を開催します。

講座では外部講師からの再生可能エネルギーに関する講演や当局の電気事業
等の説明を行います。

１ 国立大学法人室蘭工業大学
日時：令和６年12月３日（火）（午後）13時00分～14時30分
場所：国立大学法人室蘭工業大学（Ｃ104講義室）
対象：各学部生 50名
内容
講演１ 「ＧＸの実現に向けた取組について」

経済産業省北海道経済産業局資源エネルギー環境部資源エネルギー環境課

総括係長(兼)ＧＸ推進チーム総括 藤江 稔 氏
講演２ 「北海道企業局の電気事業と官学連携事業について」

北海道企業局発電課
講演３ 「相棒型ＰＢＬ検討成果発表会」

（幌別ダム維持流量発電計画概略検討結果）
室蘭工業大学学士修士一貫コース
修士1年 三浦颯太氏、田中蒼大氏

２ 日本工学院北海道専門学校
日時：令和６年12月４日（水）９時30分～11時00分
場所：日本工学院北海道専門学校 E-Labo(電気実習室)
対象：電気工学科１年 18名
内容
講演１ 「ＧＸの実現に向けた取組について」

経済産業省北海道経済産業局資源エネルギー環境部資源エネルギー環境課

総括係長(兼)ＧＸ推進チーム総括 藤江 稔 氏
講演２ 「水力発電の基礎知識」（北海道企業局発電課）

「北海道企業局の電気事業等について」（北海道企業局発電課）
３ 室蘭工業高校

日時：令和６年12月４日（水）13時20分～14時50分
場所：室蘭工業高等学校（大会議室）
対象：電気科２年 29名
※内容については、日本工学院北海道専門学校と同様

参 考 ◇官学連携事業とは
北海道企業局及び室蘭工業大学、日本工学院北海道専門学校、室蘭工業高校

は、北海道企業局が所有する施設を活用し、新エネルギー・再生可能エネルギ
ー開発を担う技術者育成を目的として、相互連携を通じて協働による人材育成
に取り組んでいます。

報 道 ( 取 材 ) 会場が教育機関であることから、取材される場合は12月２日(月)までに下記
に 当 た っ て 担当へ連絡のほどよろしくお願いいたします。
の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)胆振総合振興局記者クラブ
と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 北海道企業局発電課（担当者：課長補佐 北野稔樹）
（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ０１１－２０４－５９０５（内線 ３２－７５９）



北海道企業局

室蘭工業大学 室蘭工業高校日本工学院北海道専門学校

室蘭工業大学
日本工学院

北海道専門学校
室蘭工業高校 北海道企業局

・水車発電機設計※

・水力発電所視察※

・出前講座

・流量観測の実習

・制御盤動作試験

・水力発電所視察

・出前講座

・流量観測の実習

・制御盤動作試験

・水力発電所視察

・出前講座

・全体調整

・講義(座学・実技)

・水力発電所現地

研修会の開催

・資材調達

官学連携事業
～地域新エネ・再エネ導入推進人材育成事業～

【目的】
北海道企業局が所有する施設を活用し、新エネルギー・再生可能エネルギー開発

を担う技術者育成を目的として、相互連携を通じて共同による人材育成を推進する。

【連携体制】
R3.3.30連携協定締結

【取組テーマ】
幌別ダムの維持流量を活用し、小水力発電を設置する。

【実施体制】

【出前講座】
翌年度の官学連携事業（各種講座）の対象となる学生に向け、再生可能エネル

ギー施策の動向や水力発電などに関する基礎的知識の習得を図る。

・講演 ＧＸの実現に向けた取組について（外部講師：北海道経済産業局）
・講義 北海道の電気事業について（講師：北海道企業局）

再生可能エネルギー等に関する講義・実習等

【取組テーマの進捗状況】

室蘭工業大学の学生がＲ３～Ｒ６の４カ年で幌別ダム維持流量発電計画概略検
討を行っており、これを参考に北海道企業局がＲ７～Ｒ９の３カ年で水車発電設
備の製作・設置工事を行う予定。

※室蘭工業大学は相棒型地域ＰＢＬ講座と位置づけ実施


